











































































































































図 画 工 作 科 学 習 指 導 案 
５年１組 ３２名 指導者 下之薗 崇 
１ 題 材  みんなでたのしく「ハイ！ポーズ」（立体に表す） 
２ 目 標 

















































































５ 指導計画（総時数６時間）             
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６ 本 時（１・２／６） 
⑴  目 標 
   動きやバランスなどの造形的な特徴をもとに，自分のイメージをもちながら，表したいポーズ考え 
ることができるようにする。 
⑵ 評価規準     
○ これまでの粘土の活動を思い出し，主体的に動きを表そうとしている。  
【主体的に学習に取り組む態度】          
○ 芯材を曲げたりねじったりひねったりするなどして，動きのある表し方を工夫している。             
【知識・技能】 
   ○ 動きやバランスなどの造形的な特徴をもとに，自分のイメージをもちながら，表したいポーズ 
     を考えている。                         【思考・判断・表現】 




































６ 本 時（１・２／６） 
⑴  目 標 
   動きやバランスなどの造形的な特徴をもとに，自分のイメージをもちながら，表したいポーズ考え 
ることができるようにする。 
⑵ 評価規準     
○ これまでの粘土の活動を思い出し，主体的に動きを表そうとしている。  
【主体的に学習に取り組む態度】          
○ 芯材を曲げたりねじったりひねったりするなどして，動きのある表し方を工夫している。             
【知識・技能】 
   ○ 動きやバランスなどの造形的な特徴をもとに，自分のイメージをもちながら，表したいポーズ 
     を考えている。                         【思考・判断・表現】 
















⑷ 本時の展開 １・２時（９０分）      〔 〕子供の意識  ◯ 指導の手立て  ※ 評価 






















































































































































７ 本 時（３・４／６） 
⑴  目 標 
   動きやバランスなどの造形的な特徴をもとに，自分のイメージをもちながら，粘土を用いて表した 
い動きを工夫して表現することができるようにする。  
⑵ 評価規準     
○ 粘土の手触りを味わい，主体的に動きを表そうとしている。 【主体的に学習に取り組む態度】            
○ ねじったりひねったりすることから，立体の動きやバランスを理解している。 
【知識・技能】              
○ 芯材を曲げたり粘土をねじったりひねり出したりするなどして，動きのある表 





























⑷ 本時の展開 ３・４時（９０分）     〔 〕子供の意識  ◯ 指導の手立て  ※ 評価 


























































































































































                   
※ 芯材を曲げたり粘土をねじったり
ひねり出したりするなどして，動きの











８ 本 時（５・６／６） 
⑴  目 標 
   自分のイメージをもち，細部を整えながら，表したいポーズを表現できるようにするとともに，自 
分や友達の作品を見て，互いの作品から伝わる感じについて話し合い，よさや面白さを味わうことができるように 
する。   
⑵ 評価規準      
○ 芯材を曲げたり，粘土をねじったりひねり出したりするなどして，動きのある表し方を工夫している。 
【知識・技能】 
○ 自分のイメージをもち，細部を整えながら，表したいポーズを考えている。  
                                     【思考・判断・表現】 
○ 自分や友達の作品を見て，互いのポーズ（動き）や作品から伝わる感じについて話し合い，よ 

















⑷ 本時の展開 ５・６時（９０分）     〔 〕子供の意識  ◯ 指導の手立て  ※ 評価 
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